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防災団ニュース 

 

 「地震大国」日本列島は、この１００年間で震度５強以上の「大規模地震」が、１６０回

以上発生しています（昨年は能登半島（震度７）、宮崎県（日向灘）（震度６弱）他）。 

 千葉県でも昨年２月末からは千葉県東方沖の「スロースリップ」現象（陸側と海側のプレ

ートの境界がゆっくりずれ動く現象）による地震が続きましたし、３０年以内に７０％の 

確率で発生する恐れのある首都直下地震（※）の一つとして、千葉市から市川市の直下で 

起こるとした「千葉県北西部直下地震」では、震度６強の激しい揺れが想定されています。 

 近年では、台風の大型化や線状降水帯による大雨、強風（竜巻）などが頻発し、今年も 

各地で大きな被害も出ています。 

スカイタウンは地震による津波や、大雨による洪水・浸水などの恐れはほぼ

ありませんが、地震による揺れや、停電や断水に対する「備え」は必要で

す。 

（参考）千葉市地震・風水害ハザードマップ 

 

※首都直下地震：東京都、茨城県、千葉県、埼玉県、神奈川県、山梨県を含む南関東地域 

のどこかを震源として起こるマグニチュード 7クラスの大規模な直下型 

（内陸で起こる）の地震です。 

過去の大地震 

項目 関東大震災 阪神・淡路大震災 東日本大震災 能登半島地震 

年月・規模 1923．9.1 震度７ 1995．1.17 震度６ 2011．3.11 震度８ 2024．1.1 震度７ 

発 生 ＊地震火災 ＊家屋倒壊、火災 ＊津波、原発事故 
＊家屋倒壊、火災、

道路寸断 

死者・ 

行方不明 

約 10万５千人 

（９割焼死） 

約５，５００人 

（７割圧死） 

約１万９千人 

（９割溺死） 

約６５０人（うち関

連死 425人） 

共通被害 ＊電気、水道、通信、ガス、道路、物流、避難所生活、関連死 他 

（参考） 

地震大国、

備えが大事

より 

＊地震発生時の時間帯…午後が多い（５２．５％） 停電時…夜は灯りが必要 

 

＊  〃   曜 日…土曜日が多い（１８．３％） そこにいる人で初動対応 

 

自然災害の「発生」を人間の力でくい止めることはできませんが、私たちの日ごろの努力

によって災害の「被害」を減らすことは可能です。これが、「減災」です。 

「減災」は、１９９５年に発生した「阪神淡路大震災」の経験から生まれた取り組みで、「災

害、または災害による被害は生じるもの」という考えを前提に、その被害を最小限に抑える

ために備える事前対策をいいます。 

 

 そこで、今号の防災団ニュースのテーマは、事前対策がイザというときに役立つよう、 

【イザというときに慌てないように ー実際に行動してみようー 】 

です。 

（稲毛スカイタウン自治会・防災団 ２０２５年９月発行） 


